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平成18年3月15日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 贋 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 井上 達  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成17年8月31日厚生労働省発食安第0831006号をもって諮問された、食  

品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくピラクロストロ  

ビンに係る食品規格（農産物に係る農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を  

行った結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

ピラクロストロビン  

1．品目名：ピラクロストロビン（pyraclostrobin）  

2．．用途：殺菌剤  

ストロビルリン系殺菌剤である。作用機序は、植物病原菌内のミトコンドリアで行   

われている呼吸を阻害することによるものと考えられる。  

3ハ 化学名：メチル∧ト（2－（［1－4（4－クロロフェニル）－1ノブーピラゾールー  

3－イル］オキシメチル）フェニル）ノⅤ－メトキシカルバメー ト  

4．構造式及び物性  

c郁祭日3  

分子式  C19H18CIN304  

分子量  387．8  

水溶解度  2．4mg／1（20℃）  

分配係数   logPow＝3．99  

（メーカー提出資料より）  

5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

ドライフロアブル剤（18．8％）   

使用方法  

ヒ0ラクロストロヒ÷ンを  

作物名  適用病害名  
希釈倍数   散布液量  

使用時期  使用回数  使用方法   含む農薬の総使  
（L／10a）  

用回数   

ワんご  斑点落葉病   3000   収穫前目  散布   3回以内   

よし   黒斑病   5000   200′－  まで   3回以内  

べと病  700  

4000  
収穫7日前  

；どう  

うどんこ病  まで   

べと病  150～  
ぎゆうり  

うどんこ病  300   まで   
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かぼちゃ  うどんこ病   

はくさい  べと病  収穫3日前吏で   

ボスカリド・ピラクロストロビン水和剤（17．0％・8．5％SE剤）   

使用方法  

作物名  適用病害名  
ヒリラクロストロヒ～ンを  

希釈倍数   
使用液量  

使用時期  使用回数  使用方法   含む農薬の総使  
（L／10a）  

用回数   

斑点落葉病  

黒星病  

りんご  うどんこ病  

黒点病  

炭症病  
2500   200～  

収穫前日  

褐班病  
700  

まで   3回以内  散布   3回以内   

黒班病  

なし  黒星病  

うどんこ病  

輪紋病   

おうとう  灰星病   2000   

6．作物残留試験結果   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

ピラクロストロビン   

②分析法の概要  

ピラクロストロビンは、メタノールにより抽出し、多孔性けいそう土カラム等  

を用いてヘキサンに転溶を行う。その上で、NH2シリカミニカラム等を用いて精  

製した後、高速液体クロマトグラフィーを用いて定量する。  

（2）作物残留試験結果   

①ぶどう  

ぶどうを用いた作物残留試験（5例）において、 本薬（18．8％水和剤）の3，000倍希  

釈液を計3回散布（300～350L／10a）した。この試験は適用範囲内で行われていない  

が、試験を行った範囲内での最も大きな残留量は散布後7～26日において，   

1．00ppm、1．19ppm（21日前、3回）、0．78ppm（21日前、3回）、0．37ppm、0．32ppm  

（21日前、3回）であった。   

② りんご（水和剤）  

りんごを用いた作物残留試験（2例）において、本薬（18．8％水和剤）の3，000倍希   

釈液を計3回散布（600～625L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残留量注）  
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は0．26ppm，0．20ppm（7日前、3回）であった。  

③ りんご（SE剤）  

りんごを用いた作物残留試験（2例）において、本薬（8．5％水和剤）の2，500倍希   

釈液を計3回散布（600～625L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．18ppm，   

0．35ppmであった。  

④なし（水和剤）  

なしを用いた作物残留試験（2例）において、 本薬（18．8％水和剤）の3，000倍希釈   

液を計3回散布（300L／10a）した。この試験は適用範囲内で行われていないが、試   

験を行った範囲内での最も大きな残留量は、散布後1日において0．44ppm、0．65ppm   

であった。  

⑤なし（SE剤）  

なしを用いた作物残留試験（2例）において、本案（8．5％水和剤）の2，500倍希釈   

液を計3回散布（300～400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．30ppm、   

0．22ppmであった。  

⑥おうとう  

おうとうを用いた作物残留試験（2例）において、 本薬（8．5％水和剤）の2，000倍   

希釈液を計3回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．90ppm，   

0．55ppmであった。  

－うかぼちゃ  

かぼちゃを用いた作物残留試験（2例）において、 本薬（18．8％水和剤）の3，000倍   

希釈液を計3回散布（150L／10a）した。この試験は適用範囲内で行われていないが、   

試験を行った範囲内での最も大きな残留量は、散布後1日において0．06ppm、0．04ppm   

であった。  

－③ きゆうり  

きゆうりを用いた作物残留試験（2例）において、本薬（18．8％水和剤）の3，000倍   

希釈液を計3回散布（200L／10a，201～228L／10a）したところ、散布後1日の最大残   

留量は0．07ppm、0，07ppmであった。  

⑨はくさい  

はくさいを用いた作物残留試験（4例）において、 本薬（18．8％水和剤）の3，000倍   

希釈液を計3回散布（200L／10a）した。この試験は適用範囲内で行われていないが、   

試験を行った範囲内での最も大きな残留量は、散布後3～14日において1．59ppm、   

0．25ppm（7日前、3回）、0．36ppm（14日前、3回）、1．34ppm（7日前、3回）であっ   

た。  

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最  

短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、  

それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7目付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関  

する意見具申」）  
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表 作物残留試験成績  

試験圃  試験条件  
農作物  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   

3，000倍散布  ヱ，14，21日  

圃場B：0．37ppm（＃）  

ぶどう菜   5  18．8％水和剤   300L／10a、350L／10a  立回  圃場C：0．32ppm（21日）（＃）  

400L／10a  鱒琴D＝ 

坦，21，26日   

3，000倍散布   圃場A：0．26ppm  

りんご葵   
18．8％水和剤  

2  立回  1，7，21日       600L／10a、625L／10a    圃場B‥0．20ppm（7EI）   

2，500倍散布   圃場A：0．18ppm  
8．5％SE剤  

りんご   2  立回  1，7，14日       600L／10a、625L／10a    圃場B：0．35ppm   

3，000倍散布   圃場A：0，44ppm（削  
18．8％水和剤  

なし   2  300L／10a  互回  旦，7，21日           圃場B：0．65ppm（＃）   

3，000倍散布   圃場A：0．30ppm  
8．5％SE剤  

なし   2  ＆回  1，7，14日       300L／10a、400L／10a    圃場B：0．22ppm   

2，000倍散布   圃場A：0．90ppm  
8．5％SE剤  

おうとう  2  4001ノ10a  ＆回  1，3，7日  圃場B：0．55ppm   

3，000倍散布   圃場A：0．06ppm（＃）  
18．8％水和剤  

かぼちや  2  150L／10a  立回  1，7，14日           圃場B：0．04ppm（＃）   

3，000倍散布  圃場A：0．07ppm（＃）  

2  18．8％水和剤  200L／10a、  
きゆうり  

201～228L／10a   ＆回  1，7，14日   圃場B：0．07ppm（＃）   

3，000倍散布  圃場A：1．59ppm（＃）  

圃場B：0．25ppm（＃）  
18．8％水和剤  

土くさい※  4  2001ノ10a   ＆回  旦，7，14日    圃場C‥0．36ppn（14日）（＃）  

圃場D：1．34ppm（＃）  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、下線を付している。   

※印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られ  

た値を採用した。   

＃印を付したものは、申請の範囲内で行われていない作物残留試験における残留量である。   

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「ピラクロストロビン」に記載されている作物  

残留試験成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平  

均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  
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7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成15年11月17日付厚生労働省発食安第1117003号により食品安全委員  

会あて意見を求めたピラクロストロビンに係る食品健康影響評価について、以下のとお   

り評価されている。  

無毒性量：3．4mg／kg／day  

（動物種） ラット  

（投与方法）混餌投与  

（期間／試験の種類）慢性毒性試験及び発がん性試験  

安全係数：100   

ADI：0．034Ing此g／dav  

8．諸外国における使用状況  

コーデックスにおいて残留基準は設定されていないが、米国、カナダ及びオースト   

ラリアにおいて登録されている。  

9．基準値案   

①残留の規制対象：ピラクロストロビン本体   

米国の基準においては、ピラクロストロビン及びピラクロストロビン代謝物（メチ   

ルJV－（2－（［1－（4－クロロフェニル）－1〟－ピラゾールー3－イル］オキシ   

メチル）フェニル）カルバメート）を規制の対象としているが、作物残留試験におい   

て検出される代謝物は概ね微量（0．17ppm以下）または検出限界以下であり、検出量   

が大きいものであっても親化合物を含む総量に対する割合が低い（3％未満）ことから、   

親化合物のみを規制対象とする。   

なお、食品安全委員会によって作成された農薬評価書においても、暴露評価対象物   

質としては親化合物のみが設定されている。  

②基準値案は別紙のとおりである。  

③暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量の本薬が残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試算され   

る、1日当たり摂取する農薬の量（推定摂取量（EDI））のADIに対する比は、以下   

のとおりである。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下に行った。  
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EDI／ADI（％）   

国民平均   40．7   

幼小児（1～6歳）   78．2   

妊婦   32．9   

高齢者（65歳以上）   41．7   

EDI試算：作物残留試験成績の平均値×摂取量   

なお、EDI試算において米国の残留基準値を参照した食品及び米国における作物残留試験  

結果を基に代表値を設定した食品については、親化合物の他に代謝物MO7（メチルノV－（2  

－（［1－（4－クロロフェニル）－1〃－ピラゾールー3－イル］オキシメチル）  

フェニル）カルバメート）を含む値で試算を行ったものである。  

（試算の具体例）国民平均の摂取量を用いた試算  

基準値案  当該食品の  残留試験成績 ㌻暴露評価に   ピラクロストロビン  

食品名  （ppm）   摂取量   （ppm）   用いた数値  推定摂取量  

（g／人／目）   （ppm）  （〃g）＊1  

（A）   （B）  （C）   （AXB又はCXB）   

麦   0．02   116．8  2．3   

く0．04（16データ）、  

0．05、0．05、0．05  
麦   0．4   5．9  0．06   0．4  

0．06、0．07、0．08  

0．18、0．19  

ぎ   0．9   11．3  0．07、0．50、0．59  0．39   4．4   

0．9   0．3  しにく  0．3  

計  737．6   

ADI比（％）  40．7   

＊1Cの値があるものについては、CXBの値を用いた。  
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ピラクロストロビン  農薬名   （別紙）  

参考基準値  
基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案   現行  有無  基準値  基準   基準値  告示基準値  
PPm   PPnl  PPm   PPm   PPm  PPm   PPm   

小  0．02  0．02  甲・．ク竺鱒垂些∠  0．02  

大麦  
くⅥ♂イ〟βぬと阜人β．β員仇ク尻  

0．4  0．4   0．4  
仇ノ祝♂．ノタ  

ライ麦  0．研  0．04  アメリカ  くⅥ．βイ／払ねノ   0．04   
とうもろこし   0．1  6丁  アメリカ  0．1   

天亘‾‾】‾▼‾一‾‾】鳳‾」  0‥q4  0．04  

0．3  0．3   

えんどう   0．3  くⅥ．のし〝．♂4♂．ク乙仇ク夙 仇ノ色♂ 

．雅β．2員β．Jイ   0．3   

そらまダ）   03  0．3  
らっかせい   0．05  005                アメリカ  くp．♂イ〟ク（加正β．♂イJ   
その他の豆類   

‾ 
0．3  0．3  アメリカ  0．3   

ばれい、ノよ   くⅥ．の＝忽放ねねノ  0．04   
さといも類（やつがしらを含む）  004  

百：百豆汀          004： アメリカ  
0．04】  アメリカ  p・04  

かんしょ   0．04  アメリカ     0．04  
やまいも（長いもをいう）   旦．04  0．04   
その†のいも類  0．04  百万亮  アメリカ  6二もオ   

てんさい   
くⅥ．の嶋兢由江β．β員β．β尻  

0．2  仇♂色♂．♂仇〃．β尻♂．ノ仇   0．2  
β．ノββ．ノイ  

だいこん領（ラディッシュを含む）の根   0．4  0．4  アメリカ  β．β乙仇（呪β．ノ玖β．ガニ   ♂．ユど   0．4   

だいこん碩（ラディッシュを含む）の葉   16  乙βろ鼠βもノ♂．〃尻ノ之J乙  20   

む 
ノ5－J7  

0．4  04   

かぶ類（2塞】「▼仙．】＿一▲   16  20  
酉曜わ卓きび   ＿1リ  0．4  
クレソン  29  …革q  

はくさい  3ヰ  5  1．59（＃），0，ご5（軋0．36（＃）， 1・34（軋イ∴戸車β・β5汐  
キャベツ  

5   5  

芽キャベツ   
5  5I     5   

ケール   16  16：  20   
こまつな  16  20  きょつな  16  20  

チンケンサイ   5  5  

カリフラフー   5  
5：  アメリカ  5  

ブロッコリー   
5  5  

その他のあぶらな科野菜   16  29．0  アメリカ   30  

ごぼう  0．4  04   アメリカ  
サルシフイー  0．4  q二4  

チコリ  29  30  
エンダイブ  ‾‘‾■仙一」  型  30  
亡高石きて  30   

J．郎∴〃．β乙2．乃」ノ．7玖  
レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   29  29．0  30   

∫．ノ色よJ乙2ノ．J乙ノエ∂  

その他のきく科野菜   29  詣二b   30   

たまねぎ  0．2  仇♂イ〟ゐr易仇♂島〃．ノノ  0．9   

ねぎ（リーーキを含む）  旦旦  アメリカ  β．仇ろβ．5玖♂．5タ   

にんにく  0．9  09  アメリカ  
にら  亘亘  
そゐ商わ両軸画業   0．9  0．9   0．9   

♂．晦β．♂島♂．♂坑♂．β孔  
にんじん  0．4  0．4  

0．4  
パースニッフ   旦4  

．  0：4  
パセリ   29  29．0：  アメリカ  30  
セロリ   29  29．0：  アメリカ  ノー 
その他のせり科野菜   29  29．0  アメリカ  元   

♂．∂＆m乳甘♂鼠ク．ク鼠♂二1ノ：  

♂．イス♂．ノ乙仇ノユ♂．イブ，β．ノす．  

トマト  0．3ヰ＊  アメリカ                      ♂．J丸♂．ノイ′β．ノ仇仇ノ乙♂．ノ乙  

仇ノ乙♂．ノ＆仇ノ鼠仇ノ鼠♂．花   

β．クJ   

β．♂亀β．ノ仇ク．ノノ，♂．ノあ   
ピーマン   0．3日  ヱメリカ  
なす   1．4  アメ岬  
その他のなす科野菜   1．4  アメリカ  β．ノ坑ク．2イ，β．g∫   

0．D7（軋0．07（削．β．β員  

きゅうり（ガーキンを含む）   0．5  登録申請中  0．5  アメリカ   仇β島β．β仇仇β＆♂．β且 β 
．ノノ，♂．Jユ仇ノ島β．ノ員  0．5   

仇ノ坑β．イノ  
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0▼06（軋0．04（軋♂．β鼠  0．5  
かぼちゃ（スカッシュを含む）    登録申請中  0．5     ♂ノ∂β．ノ7（7．ノク♂．クク  

0．5  0．5   園  
すいか   0．5  0．5  0．5  

メロン類果実   0．3＊＊  
鋸呪β．ル♂．ノ之♂．J之  ♂ 

．ノユβ．〃  
0．5  

まくわうり   0．5   q二戸  

その他のうり科野菜  0．5  0．5  アメリカ  0．5  
一‾‾】▼▼▼‾  

ノノ．〟」〃．エえノ丘ノノ，  

ノ乙∂島7イ吼丘∫乙乙餌   30   
エフ．∬   

たけのこ   
0．04                しょうが  0．04   

束歳粛支え巨「 0．5  ‾一   0．与   

束粛蘇両ヂ妄  0．5          0．5■  アメリカ  6：5   
えだまめ   0．5  0．5：  アメリカ  

‾ 
0．5  

その他の野菜  16  豆す万：  30  

みかん  0．02             ぐβ．β2／あねねノ  2  【Ⅶ飢‾   
2   万福テご方面東夏至体  2  

レモン′   2  ♂．ノろβ．2乙仇∠玖仇コ曙   仇J7   2   

♂．ノ鼠〃．ノ尻♂．g仇♂．エア，  

オレンジ （ネープ′レオレンジを含む）   つ  仇2且〃．2員β．g乙β．ブa ♂ 
．∫凰仇Jイ．♂．JAβ．ダ玖  2   

β．イイ，仇5β  

グレープフルrツ   2  アメリカ   
仇β見仇ノ仇β．ノ亀♂．ノ鼠   

2   

ライム   
♂．2ノ，♂．ク7  

2：  アメリカ  2   

その他のかんきつ類果実   り  アメリカ  2  

0．26，0．20，0．18，0．35．  
β．蓑乙♂．乾♂．2Z仇J仇  

1＊  
♂．ノ夙♂．ノ尻仇乾仇紙  

りんご  1．  2  

〃．g乙仇3洗〃．7イ，仇j玖   

仇ノ7   

日本なし  1．5  2  

－¶…’‾‾  巳   

1．5   2   

マルメロ  1．5  2   

びわ   1．5  1．5  アメリカ  2  

0．9  アメリカ   く玖〃♂タα血r〟  0．9  もも  ▼石．由♯＊  
アメリカ   ♂．2丸♂．Jタ   0．9   ネクタリン  0．9  

0．9   0．9  
♂．〟，仇β4，仇〃島♂．♂尻  

〃．♂仇♂．♂乙仇β夙仇〃＆  0．9   
0．9  仇仇タ♂．ノイ．仇ノ員♂．gJ  

0▼90，0．55，仇gろ仇クス  

おうとう（チェリーを含む）   2＊  登録申請中  アメリカ                   0．    β．且乳β．∫仇β．イJ，仇イ軋  0．9  
β．イ尻β．乾β，乾仇∂ユ  

仇5扶♂．β7  

いちご   0．4  0．  アメリカ  仇（呪〃．ノ4β．ノ島β．ノ乙 仇ノ尻♂．J玖仇2玖♂．エフ  0．4   
ラズベリー   四  仇殉♂．β坑仇βノ                アメリカ  
ブラックベリー   1．3  アメリカ  
ブルー／ミリー   1．3  

1．3  アメリカ  仇クん（L犯し仇J島（L〃  ♂ 
．5之β．郎   

ハックルベリー   1．3  1．3  アメリカ  
，▲¶   

その他のペリー類果実  1．3  1二百テ両方   

1．00（軋1．19（＃，‡），0．78（軋  
0．37（＃），0．32（＃），〃．ノす．  

♂．ノイ．♂．2呪仇g乙β．∫島  

ぶどう  3＊  登録申請中  
2  アメリカ     ♂．J尻♂．∫乙仇イ玖β．メイ． 〃 

．イ島仇イ仇β．イ仇仇β玖  2  

〃．∫J．仇Jノ．β．餌β．彷  
β．夙乙β．タ員β．タ乙ノ．ク仇  

J．イ乙ノ．∂仇ノ．＆2  

バナナ  ‾6．‘由  0．04  アメリカ   くⅥ．βイ〟2（ねねノ  0．04  

くり  0加  0．04  0．04  
ニペカン   0．0  ＝：麺＿   0．04   

アーモンド   0．02  く℃．♂イ〃ク（ねgJ                  0．04   
くるみ  0．0∠i  0．04   

その他のナッツ類  0．7  0．70  アメリカ   とスタチオ仔β，♂す．♂．ノ尻   0．7  
β．イの  

ホップ   アメリカ  20  

29  29： アメリカ  30   
その他のハーブ   29  29  アメリカ  30  

′‾  q・ユ  
0．1  

藤あ南西「  0．1▲  アメリカ      0．1            0．1  0．1  
章め筋軒 0．1  0．1   0．1   

0．1   
0．1   薦あ廟画  四 9二1         0．1 「p・1  アメリカ アメリカ      山羊の筋肉  
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車重鴫蛎   】▲ 一   十一  0．08   

豚あ臆病   0．1  008   

蔓り堰肪  0．1  0．08   

0．08   焉あ脂肪 
山羊の脂肪   0．08   0．1         0．1  
その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪  0．05  0．05                        、ラリア  0．08  

享頭臓  1．5                【¶▼ ▼「【】‾，‾1¶‾‾】」   08  

夜毎両面  1．5  0．8  

書面醇顧 0．8  

馬の醇蔽 0．8   

山羊の肝臓  1．5  08   
そ空姐型型型昼型準郵型塑哩  0．05  0．8  

牛の腎臓   ‾肌仙m   】  0．2  アメ                    p二2こ  0．1   

画面腎顧  0．2  0．1   0．2：  
革聖賢些 －¶▲Ⅳ＿「＿＿   0．2  0・2⊥ アメリカ  0．1   

星型撃墜】．】▲】一一」¶一＿－  0．1  

山羊の腎臓   0．1   
0．1  そ旦坦空陸歴噂匙革庄屋二王迎撃嘩  0β5  

¶¶，   

重き套車重至二二二二二二   0．1   0．2          0．2：  アメリカ  
豚の食局部分  0．2  0．1   
享示衰肩蔀分 0．2  0.11 

百万衰南面分 0．1   
山羊の蚕甫蔀分 【▼▼P・蔓  0．1  

0．05  0．05  オーストラリア  0．1   

乳   0．1  0．1： アメリカ  0．06  

鶏の筋肉  0＿05  005  オーストラリア   0．05  
その他の家きんの筋肉   生0与  0．05  

蚕室垂匝二＝∴二：＝  0．05  0．05  
豊野他空家きんり堰月L＿〉＿  一¶  0．05  0．0与  

0．05  005  
0．05  鶏り肝匪                                                       そあ値ゐ豪きんあ麻蔽】一▲‾椚仙                   0．0 ■   

5  

車重肇匪＝＝二二二∴∴二二三二二  0．05  0．05   
その他の家きんの腎臓  0．05  0．  

夢空室塑亜分  【  P・9与  0．05  

1  0．05  0．05：  オーストラリア   0．05  

垂里卵「．．．▼…＿▼ 0．05  0．05：  オーストラリア  0．05   
¶▲一                      0．05                  その他の看きんの卵  

（＃）で示した作物残留試験成績は、適用範関内で行われていない。   

＊国内の作物残留試験に基づき設定した基準値案  
＊＊ 米国における作物残留試験に基づき設定した基準値案  
＄作物残留試験のデータのばらつきを考慮し、最大残留量を暴露評価に用いた。  
米国の作物残留試験のデータを太字斜体の文字で示した。  
なお、米国の作物残留試験のデータについては、便宜上、ビラクロストロビン代謝物を含む総量で示している。  
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答申（案）   

ピラクロストロビン  ピラクロストロビン（つづき）  

残留基準値  

食品名  
PPm   

小麦  0．02  

大麦  0．4   
ライ麦   0．02   
とうもろこし   0．1   

大豆   0．04   
小豆類（：※）   0．3   
えんどう   0．3   
そらまめ   0．3   
らつかせい   0．05   
その他の豆類（注1）   0．3   
ばれいしょ   0．02   
さといも類（やつがしらを含む。）   0．04   
かんしょ   0．04   
やまいも（長いもをいう。）   0．04   
その他のいも短（注2）   0．04   
てんさい   0．2   
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根   0．4   
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉   16   
かぶ類の根   0．4   
かぶ類の葉   16   
西洋わさび   0，4   
クレソン   29   
はくさい   3   

キャベツ   5   

芽キャベツ   5   

ケール   16   
きような   16   
チンゲンサイ   5   

カリフラワー   5   

ブロッコリー   5   

その他のあぶらな科野菜（注3）   16   

ごぼう   0．4   
サルシフイー   0．4   
チコリ   29   
エンダイブ   29   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   29   
その他のきく科野菜（注4）   29   
たまねぎ   0．2   
ねぎ（リーーキを含む。）   0．9   
にんにく   0．9   
その他のゆり科野菜（注5）   0．9   
にんじん   0．4   
パースニップ   0．4   
パセリ   29   
セロリ   29   
その他のせり科野菜（注6）   29   
トマト   0．3   
ピーマン   0．3   
なす   1．4   
その他のなす科野菜（注7）   1．4   
きゅうり（ガーキンを含む。）   0．5   
かぼちや（スカッシュを含む。）   0．5   
しろうり   0．5   
すいか   0．5   

メロン類果実   0．3   
まくわうー）   0，5   
その他のうり科野菜（注8）   0．5  

残留基準値  

食品名  
PPm   

しようが   0．04   
未成熟えんどう   0．5   
未成熟いんげん   0．5   
えだまめ   0．5   

その他の野菜（注9）   16   
みかん   0．02   
なっみかんの果実全体   2   

レモン′   2   

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   2   

グレープフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実（注10）   2   

りんご   

日本なし   1．5   
西洋なし   1．5   
マルメロ   1．5   
びわ   1．5   

もも   0．02   
ネクタリン   0．9   
あんず（アプリコットを含む。）   0．9   

すもも（プルーンを含む。）   0．9   
おうとう（チェリーを含む。）   2   

いちご   0．4   
ラズベリー   1．3   
ブラックベリー   1．3   
ブルー／ヾリー   1．3   
ハックルベリー   1．3   
その他のペリー類果実（注11）   1．3   

ぶどう   3   

バナナ   0．02   

ひまわりの種子   0．3   

くり   0．04   
ペカン   0．02   
アーモンド   0．02   
くるみ   0．04   
その他のナッツ類（注12）   0．7   
ホップ   23   
その他のスパイス（注13）   29   
その他のハーブ（注14）   29   
牛の筋肉   0．1   
豚の筋肉   0．1   

羊の筋肉   0．1   
馬の筋肉   0．1   

山羊の筋肉   0．1   

牛の脂肪   0．1   
豚の脂肪   0．1   

羊の脂肪   0．1   
馬の脂肪   0．1   

山羊の脂肪   0．1   
その他の陸棲晴乳類に属する動物（注15）の脂肪   0．05   
牛の肝臓   1．5   

豚の肝臓   1．5   

羊の肝臓   1．5   

馬の肝臓   0．1   

山羊の肝臓   1．5   
その他の陸棲噛乳類に属する動物の肝臓   0．05   
午の腎河鹿   0．2   
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ピラクロストロビン（つづき）  

基準値  

食品名  案  
PPlll   

豚の腎臓   0．2   

羊の腎臓   0．2   

馬の腎臓   0．2   

山羊の腎臓   0．2   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の腎臓   0．05   

牛の食用に供される部分（※2）   0．2   

豚の食用部分   0．2   

羊の食用部分   0．2   

馬の食用部分   0．2   

山羊の食用部分   0．2   

その他の陸棲噛乳類に属する動物の食用。   0．05   

乳   0．1   

鶏の筋肉   0．05   

その他の家きん（注16）の筋肉   0．05   

鶏の脂肪   0．05   

その他の家きんの脂肪   0．05   

鶏の肝臓   0．05   

その他の家きんの肝臓   0．05   

鶏の腎臓   0．05   

鶏の食用部分   

その他の家きんの腎臓  0．05    0．05  その他の家きんの食用部分  0．05  鶏の卵  0．05  その他の家きんの卵  0．05   
※ いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バ  

ター豆、ペギア豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズを含  

む。   

※2 筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓を除く。以下「食用部  
分」という。  
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柱1 「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らつかせい及  

びスパイス以外のものをいう。  

注2 「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしよ、さといも類、かんしよ、やまい  

も及びこんにやくいも以外のものをいう。  

注3 「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん  

類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャ  

ベツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハ  

…ブ以外のものをいう。  

庄4 「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティチ  

ョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レタス及びハーブ以外のものをいう。  

注5 「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、  

アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。  

注6 「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パいスニップ、パセリ、  

セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

注7 「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも  

のをいう。  

注8 「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、す  

いか、メロン類果実及びまくわうり以外のものをいう。  

注9 「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、  

きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけの  

こ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ  

ス及びハーブ以外のものをいう。  

注10 「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、なっ  

みかんの外果皮、なっみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルーツ、ライム  

及びスパイス以外のものをいう。  

注11「その他のペリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラック  

ベリー 、ブルーベリー 、クランベリー及びハックルベ リー以外のものをいう。  

注12 「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及  

びくるみ以外のものをいう。  

注13 「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、  

とうがらし、パプリカ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごま  

の種子以外のものをいう。  

注14 「その他のハーブ」とは、ハ仙ブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、  

セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。  

注15 「その他の陸棲晴乳類に属する動物」とは、陸棲晴乳類に属する動物のうち、牛、豚、  

羊、馬及び山羊以外のものをいう。  

注16 「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。  
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（参考）  

これまでの経緯  

農薬登録申請  

農林水産省から農薬申請に係る連絡  

厚生労働大臣から食品安全委員会長あてに残留基準設定に係る  

食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

食品安全委員会農薬専門調査会  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会へ諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成13年10月31日  
平成15年11月 6 日  

平成15年11月17日  

平成15年11月27日  
平成17年 7 月 6 日  

平成17年 8 月18日  

平成17年 8 月18日  

平成17年 9 月21日  

平成17年 8月31日  

平成17年12月20日  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員】   

青木  

（⊃ 井上   

井上   

大野   

／j、沢   

加藤   

志賀  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター長  

松 北里大学医学部微生物学教室教授  

泰 国立医薬品食品衛生研究所副所長  

理 

保 

正 

宙
達
実
正
裕
民
康
信
 
 

東京農工大学農学部獣医学科助教授  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

星薬科大学薬品分析化学教室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画・評価主幹  

田
田
津
谷
 
 

下
豊
中
米
 
 

武
之
雄
 
 

山添  

吉池  

（○：部会長）  
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